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代表弁護士　井口　博（第二東京弁護士会所属）

来年度狛江市内に事務所開設予定

東京ゆまにて法律事務所東京ゆまにて法律事務所
狛江駅から成城学園前駅まで３分・駅南口から徒歩１分

世田谷区成城2-40-5ヴェルドミール成城901号

☎03-3416-4371☎03-3416-4371
（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）
ホームページ

▲

http://yumanite.jimdo.com/

●代表弁護士は元大阪地裁判事。前司法試験考査委員●成城で事務所開設10
年。所属弁護士3名。市民相談900件以上●相続・遺言・後見を中心に、離婚・不動
産・金銭貸借・雇用・多重債務などあらゆる法律問題の相談をお受けします●法律
相談は初回（30分）無料。夜間・休日の相談はお電話で。☎03（3480）5433☎03（3480）5433お問合せお問合せ

事務所/狛江市中和泉3-36-22アビタシオンⅠ-103号室
ホームページ/http://www.hc-komae.com
Ｅメール /ｈｃ-komae@clock.oce.ne.jp

事務所/狛江市中和泉3-36-22アビタシオンⅠ-103号室
ホームページ/http://www.hc-komae.com
Ｅメール /ｈｃ-komae@clock.oce.ne.jp

市の助成を受けて
車イスの方等の送迎を実施

ＮＰＯ法人ハンディキャブこまえ

有償有償
運転に自信のある70歳までの方、ご一緒に地域貢献しませんか？

音音音楽楽楽ののの架架架けけけ橋橋橋
小・中学校の全校歌がＣＤに
なくなった4校の校歌も収録

狛江市立の小・中学校の校歌を収
録したＣＤが出来上がった。
校歌を狛江の文化財産として将来に
伝えていこうと、音楽の街－狛江 エコ
ルマ企画委員会（木津陽介会長）が
3年がかりで取り組んだ。ＣＤは、現
在ある小・中学校10校に加え、統廃
合でなくなった狛江第二、第四、第七、
第八小学校4校の校歌と狛江市歌「水
と緑のまち」の合唱、ピアノ伴奏のオ
リジナルカラオケが収められた2枚組

となっている。
収録は、平成
25年に中学校4
校、26年に現在
ある小学校6校が行われたほか、なく
なった4校は、27年に公募で結成した
「文化フェスティバル合唱団」などが
合唱し行われた（写真）。
校歌には、学校だけでなく狛江の街
の様子や自然などが織り込まれ、また
土岐善麿、佐藤佐太郎、中田喜直な
ど著名な歌人や作曲家が手がけたも
のもあり、文化的にも価値が高い。
ＣＤは今年度に100枚を製作し、

各学校などに贈るほか、イベントなど
で活用する。来年度以降は予価972
円（税込）で販売する予定。木津会
長は「10年越しの構想がやっと実現
できてうれしいです。廃校になった4
校の楽譜を入手するのに苦労しまし
た。校歌には各学校の個性が表れて
いて感慨深かったです」と話している。
問い合わせ☎3430-4106（一財）
狛江市文化振興事業団。

夏みかん（夏 橙 ）
は春先から初夏が旬。
市内では庭木とし
て多く植えられている
が、栽培している農家は多
くない。JAマインズ狛江地
区果樹部会に所属する岩戸
南の久野俊明さん(74)方で
は、約30年前に植えた高
さ約3㍍の夏みかん2本と
数年前に植えた若木数本を
栽培している。
収穫が終わった前年の３
月末から4月上旬に枝のせ
ん定を行い、元肥になる魚

粉、ぬかなどの有機肥料を
与える。5月初旬に花が咲
き、６月頃に実がつき始め
ると2割ほど間引く。酸味
が薄らぐ3月初旬から収穫、
マインズショップや自宅前で
直売する。

久野さん方は、
祖父が農業を
していた実
家から独立
し、稲作や
野菜の栽培

のほか、農耕
馬を貸したり、馬

を使って田の代かきの
手伝いをしていた。父・孝
太郎さんの代まで野
菜を市場へ出荷して
いたが、父が亡くな
り、俊明さんは20代
前半から会社勤めの
かたわら畑作をして
いた。作業の手間を

減らすため、
26年 前 か
らキウイや
甘夏みかん
などを植え
て果樹栽培
に徐々に切り替えた。現在
は俊明さんと妻の三代さん
(69)が、約13㌃の畑でト
マト、キュウリ、大根、ブロ

ッコリーなど季節
の野菜と果樹約
10種を栽培して
おり、夏みかん
は無農薬のため、
安心して食べられ
ると人気が高い。久野さん

旬菜菜夏みかん
独特の酸味が人気　無農薬で安心できると好評

＝最終回＝

狛江三叉路に面した「焼き肉　鳥政」
は、ブランドものの国産の肉を取り扱う
市内で最も古い精肉店が直営する焼肉
専門店。
同店は、大正半ばに鶏の解体処理と
卵の卸売り店として創業、昭和22年に
「鳥政」の店名を掲げ、鶏以外の肉も
扱うようになった。3代目の店主安藤靖
昭さん（75）が、平成17年に店舗を改
築した時に焼肉店を併設、都内の焼き肉

店で修行を積んだ息子の貢一さん（45）
が焼き肉部門を担当している。
黒毛和牛をはじめ那須高原の黄金
豚、筑波茜鶏、奥久慈のシャモなどの
国産ブランド肉を使っており、人気の上
ロース（1人前1,300円・税込）、ハラ
ミ（1,500円）、タン塩（1,800円）、
カルビ（700円）、レバー（700円）を
はじめ、豚足、モモ、ホルモンなどさま
ざまな部位を味わえる。自家製の腸詰
め（850円）も人気が高い。ビビンバ
（850円）などのご飯ものやワカメな
どのスープ、サラダなどもある。

肉のうまさを存
分に楽しんでもら

いたいというのがモットーで、
肉の鮮度を保つため温度管理
に気を配るほか、うまさを味
わえるよう肉をやや厚めにした
り、内臓部分などは注文を受
けてから切るなど、細かな配
慮をしている。また、価格を抑

えるため、牛などは半頭買いしている。
「飲み屋にはしたくない」という考え
から2時間制にしており、食事が目的の
家族連れでも気兼ねなく入れると好評
で、4卓のテーブルは
グループの客などで
にぎわう。
安藤さんは「牛は
A5等級の肉を使い、
たくさんの人においし
い肉を味わってもらえ
るよう努力していま
す」と話している。

☎3489-1115　東和泉2-2-1　営業＝
午後5時～11時（ラストオーダー10時）、
木曜休み
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焼き肉鳥政
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安藤貢一さん

老舗の精肉店が厳選した肉を提供

平成28年度狛江市観光写真コンクール（狛江市観光協会
主催）の審査会が2月14
に狛江市防災センターで行われ
た。審査委員長の小関和弘和光
大学表現学部教授ら7人の審査
委員が選考にあたった結果、入
賞作9点が選ばれた。
このコンクールは、多彩な顔
を持つ狛江市の魅力を多くの人
に再発見してもらい、新しい観
光スポットの発掘を目的として開
催された。「発見！狛江のまち」
をテーマに平成28年10月3日

ら29年１月31日 まで募集した
ところ、前年より11人多い73人の応
募者から170点の作品が寄せられた。審査会場にはさまざま
な狛江の姿を写した力作がずらりと並び、審査員は1点ずつ
熱心に見ながら、真剣な表情で選考を行っていた。
全応募作品は27 から4月10 まで市役所２階ロビ
ーで展示される。

最優秀賞に選ばれた
すざくさんの「花祭り」

狛江市観光写真コンクール
狛江の魅力写した力作170点
入賞9点決まる、最優秀賞にすざくさんの「花祭り」

狛江市観光写真コンクール入賞者
賞 題 名 氏 名（敬称略）

最優秀賞 花祭り すざく
市 長 賞 木漏れ日の中で、元気に

育ちますように。 狛江M.H.Y

優 秀 賞 多摩川キャンドルナイト メルシー・フォト
がんばれ～！いかだレース 織田邦彦

入 選

民家園の春酣 都人
雨上がりの伊豆美神社 みやゆか
火消し一直線 kazu
仲良し地蔵 山本敏子
カラフルな釣人 平山良正


